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回数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目

時期 2018年11月 2019年11月 2020年11月 2021年11月 2022年11月 2023年11月 2024年11月

サンプル数 500 1000 1100 500 600 600 1300

方式 訪問留置 訪問留置 訪問留置 訪問留置 訪問留置 訪問留置 訪問留置

対象 関東 全国 全国 関東 関東 関東 全国

2 ページ0 調査概要

小中学生が安心、安全にＩＣＴを利活用する

ＧＩＧＡスクール構想の促進と課題の洗い出し

調査時期 2024.11

調査方法 訪問留置調査法

調査対象 全国 小中学生とその親

標本抽出方法
QUOTA SAMPLING

性別・学年・地域・都市規模で割付

回答数数 1,300組



背景.初等中等教育段階における 生成AIの利活用に関するガイドライン 3 ページ



背景.情報機器の利用状況 4 ページ
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1-1.本稿の目的及び調査概要

調査概要

目的

小中学生が生成AIを学習へ利用することへの親の賛否を
「親の生成AIの理解度」と「学習利用への考え方」で明らかにする

5 ページ

調査時期 2024.11

調査方法 訪問留置法

調査対象 全国 小中学生とその親

標本抽出方法 QUOTA SAMPLING 性別・学年・地域・都市規模で
割付

回答数 1300組



6 ページ1-2．子が生成AIを学習で活用することへの賛否

子の学習への生成AIの利用「賛成40％」「反対26％」「わからない34％」

【親】子が生成AIを学習で活用することへの賛否
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7 ページ1-2．親の生成AIの理解度

生成AIについて54％の小中学生の親が理解している
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8 ページ２-1．生成AIの理解と学習利用への賛否
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生成AIについて理解している親は学習利用に「賛否」、理解していない親は「わからない」が多い



2-2．属性分布（生成AIの理解） 9 ページ

職業（性別・年収にも相関）との相関が高い

n
理解している人の

割合(%)
ｐ値

居住地域の都市規模

政令市及び特別区 360 58.6

20万以上市 330 54.8

10万以上市 230 50.9

10万未満 376 50.5

居住地域

北海道・東北 140 45.7

関東 429 59.2

北陸・甲信越 80 45.0

東海 170 59.4

近畿 209 50.2

中国・四国 108 53.7

九州・沖縄 160 50.6

性別
男性 204 66.7

<.001***
女性 1092 51.6

年代

３０歳未満 17 47.1

３０～３４歳 89 48.3

３５～３９歳 285 49.5

４０～４４歳 461 53.8

４５～４９歳 321 55.8

５０歳以上 118 66.1

0.028 * *



2-3．属性分布（生成AIの理解） 10 ページ

職業（性別・学歴・年収にも相関）との相関が高い

n
理解している人

の割合(%)
ｐ値

学歴

中学校 55 49.1

高等学校 406 44.8

短大・専門学校・各種学校 467 51.8

大学・大学院 364 67.6

世帯年収

400万未満 162 42.6

700万未満 374 53.2

1000万未満 282 55.3

1000万以上 138 73.9

わからない/答えたくない 340 50.9

職業

正規社員 470 60.2

自営業・自由業 82 64.6

パート・アルバイト 540 49.1

専業主夫・主婦・無職 197 48.2

0.023*

0.002* *

0.041*

0.046 *

0.003 * *

<0.001* * *

<0.001* * *

<0.001* * *

<0.001* * *

<0.001* * *



2-4．属性分布（生成AIの理解） 11 ページ

職業（性別・学歴・年収にも相関）との相関が高い
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3-1．学習への生成AIの利用（親の考え） 12 ページ
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ａ．効果的な学習が期待できる

ｂ．宿題など課題の回答を安易に求めてしまう

ｃ．これからの時代に必要になるスキル

ｄ．学校側が教える体制ができている

ｅ．そのお子様は生成AIのメリット・デメリットを理解している

ｆ．適切に利用できる年齢に達していれば利用してよい

そう思う まあそう思う あまりそう思わない 思わない わからない

「学習効果への期待」や「これからの時代に必要」と思う割合が高い
また同程度「安易に回答を求めてしまう」も多い



13 ページ3-2．学習への生成AIの利用（親の考え）と学習への利用の賛否
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そのお子様は生成AIのメリット・デメリットを理解してい
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宿題など課題の回答を安易に求めてしまう

賛成 反対 分からない

「学習効果への期待」や「これからの時代に必要」「適切に利用できる年齢」は
賛否によって大きく分かれる



14 ページまとめ

生成AIの理解

①「賛成・反対」と「分からない」を分ける

・正規社員 ・高学歴 ・男性 ・世帯収入が多い

②「賛成」と「反対」を分ける

賛成傾向
・ 「学習効果への期待」が高い
・ 「これからの時代に必要」と思う

学習効果への期待

賛成、反対同傾向
・ 「安易に答えを求める」が高い

→生成AIの利活用が広がると「分からない」が減る可能性

→生成AIを具体的に学習に使うシーンの理解が進むと「賛成」が増える可能性



15 ページモバイル社会研究所の紹介

＜経年変化:2010年～＞

防災・減災のICT

シニアのICT子どものICT

影の縮小

光の伸張

スマホ利用者意識調査

モバイル動向(基礎調査)

【主な研究テーマ】

経年変化を把握するため2010年から毎年実施しているモバイル
動向調査(基礎調査)に加え、時流に合わせた個別調査を実施

(書籍・電子書籍)＜モバイル社会研究所HP＞

＜モバイル社会研究所HP＞

＜モバイル社会白書2024＞

＜各種学会発表＞

＜各種学会発表＞

https://www.moba-ken.jp

https://www.moba-ken.jp

【研究成果の発信】

情
報
発
信

(レポート発表)

メ
デ
ィ
ア
掲
載
・デ
ー
タ
引
用
・意
見
交
換
会
等

◆自由で独立した立場から、モバイルICTがもたらす「光」と「影」の両面を広く解明するために2004年に設立
◆モバイル・コミュニケーションの現在および将来への社会・文化的影響を研究・分析して成果を発信

SNS

ニューノーマル 健康とICT

http://www.moba-ken.jp/index.html?utm_source=qr&utm_medium=social&utm_campaign=202002_cao
http://www.moba-ken.jp/index.html?utm_source=qr&utm_medium=social&utm_campaign=202002_cao
http://www.moba-ken.jp/index.html?utm_source=qr&utm_medium=social&utm_campaign=202002_cao
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